
No 質問 回答

1

・貴市が指定する場所での実施であれば、会場使用料や光熱水費などは不

要であると理解してよろしいでしょうか。

・また、上記実施会場において、学習に使用する資材などを保管させて頂

ける場所をお借りできるかご教示ください。

・お見込みのとおりです。

・実施会場につきましては、学習支援教室の開催日に応じてお借りしてい

ますので、常時、資材を保管することはできません。

2
・既存の教室における、オンライン授業を実施している参加者数について

ご教示ください。

・仕様書3ページ「(2)関係機関との連携及び長期欠席者への支援」におけ

るオンライン授業につきましては、現時点で利用している利用者はござい

ません。

3
・参加者の募集方法について、想定されていることがございましたらご教

示ください。

・生活保護ケースワーカーや子ども健全育成生活支援員、スクールソー

シャルワーカーからの勧奨や市施設等へのチラシの配架を通して参加者の

募集を行っております。

4
・高校生への支援については、学習支援で配置している支援員が対応をす

る認識で良いかご教示ください。

・高校生への支援につきましては、仕様書3ページ「ウ　学習支援教室に

おける高校生等支援」に記載のとおり主に教室管理者が行っていただくこ

とを想定しておりますが、教室管理者の監督の元、学習支援員が対応いた

だくことも可能です。

吹田市生活困窮世帯の子どもの学習支援教室運営業務委託事業者選定に係る公募型プロポーザルについての質問と回答
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5

募集要項４ページ「8　参加表明、資格審査及び関係書類提出期間」の

「(1)提出書類」について、次の点を質問します。

１.エのうち「法人税」の納税証明書について、

・その1、その2、その3もしくは、その3の3のうち、いずれの提出が必要

でしょうか。

・直近何年分の提出が必要でしょうか。

２.エのうち「法人市民税」について、弊社は吹田市内に拠点を置いていな

いため、「課税が無いことの申出書」の提出が必要となりますが、吹田市

指定の様式がありましたらお示しください。

・法人税納税証明書につきましては、「その1」の提出をお願いいたしま

す。

・直近1年分の提出をお願いいたします。

・課税されている（拠点を置かれている）市町村で交付される法人市民税

納税証明書の提出をお願いいたします。

6

・仕様書1P　4　業務の実施場所について

今年度の本事業における既存実施教室（東・西・南・北）の登録者と直近

までの月次の出席率をご教示ください。

・登録者につきましては、5～15名程度となっております。

月次の出席率につきましては、公表しておりません。

なお、オープンデータ「生活困窮者自立支援事業（子どもの学習・生活支

援事業）【令和6年度】」におきまして、過去5年間の教室1回あたりの平

均利用者数（人）を公開しておりますのでご参照ください。

https://www.city.suita.osaka.jp/shisei/1018811/1017120/1017157/101

7160.html

7

・仕様書1P　5　委託業務の実施日時(1)について

南ブロック第二教室において、「2月の第4火曜日は同週の水曜日に振り替

える」とありますが、令和9年2月の第4火曜日の23日(火)は祝日かと思い

ますが、この日も24日(水)に振り替えるという認識で良いでしょうか。

・お見込みのとおりです。
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8

・仕様書2P　6　業務内容(1)の（イ）について

今年度の本事業における既存実施教室（東・西・南・北）の「月１回のモ

ニタリング」は具体的にどのような内容で実施されていますか。

また、本事業においては、どのようなモニタリング方法と内容を想定され

ていますか。

・本事業におけるモニタリング方法及び内容としましては、日々の学習支

援の中で把握した課題に対して適応できるような手法を想定しておりま

す。

　なお、既存実施教室でのモニタリングの具体的な方法につきましては、

現委託事業者のノウハウに係る内容となるためお答えいたしません。

9

・仕様書2P　6　業務内容(1)の（ウ）について

今年度の本事業における既存実施教室（東・西・南・北）での個別学習支

援にて、学習支援員と対象者の指導比率に関して、学習支援員1名に対し

て対象者は何名でしょうか。

・仕様書2ページ「ア　高等学校進学に向けた学習支援教室の開催」の

（ウ）に記載のとおり、学習支援員１人につき、対象者１～２人の範囲で

学習支援を行っております。

10

・仕様書3P　6　業務内容(1)のウについて

今年度の本事業における既存実施教室（東・西・南・北）にて支援を行っ

ている高校生は何名でしょうか。

・仕様書3ページ「ウ　学習支援教室における高校生等支援」の（ウ）に

記載のとおり、5名程度の受け入れとなっております。

11

・仕様書3P　6　業務内容(2)のアについて

今年度の本事業における既存実施教室（東・西・南・北）にてオンライン

のみで学習支援を行っている対象者はございますか。

また、その場合は何名でしょうか。

・仕様書3ページ「(2)関係機関との連携及び長期欠席者への支援」におけ

るオンライン授業につきましては、現時点で利用している利用者はござい

ません。
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12

・その他①

今年度の本事業における既存実施教室（東・西・南・北）にて、個別の学

習支援以外に学習への興味関心を促進するような課外イベントのようなも

のは実施されていますか。されている場合は、どのようなことをされてい

ますか。

・仕様書2ページ「ア　高等学校進学に向けた学習支援教室の開催」の

（カ）に記載のとおり、対象者又はその保護者に有益と考えられる取組等

を実施しております。具体的な取組概要につきましては、現委託事業者の

ノウハウに係る内容ですのでお答えいたしません。

13

・その他②

本事業は長年実施している事業かと思いますが、事業初年度当初の課題

と、昨年度・今年度の直近の課題とを比較した際の違いがございましたら

ご教示ください。

・高校生等の中退につきましては課題と認識しており、令和6年度より

学習支援教室における高校生等支援を実施しております。


